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令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果 

課題の改善に向けた取組の重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月８日 

滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課 



   

  

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

◆調査結果を踏まえた２学期からの取組 

 
 

各学校において、全国学力・学習状況調査の結果を分析することで、子ども一人

ひとりの学びの状況をしっかりと把握し、各学校の課題に応じた取組を進めていた

だくことが重要です。 

子どもたちの「分かった」「できた」という喜びや達成感につながるよう、共に取

り組んでいきましょう。 

○ 各教科等における「重点的に指導する内容」の共通実践 
 

今回の調査で明らかになった「重点的に指導すべき点」を踏まえて、本冊子でまとめている教

科ごとの取組や調査の関連資料等を参考に、共通実践を進めます。 

特に、文章や資料等を読んで、正確に内容を理解し、学んだことを基に、自分の考えをまとめ

て、表現したり記述したりすることについて、重点的に指導します。 

 

◆小学校低学年からの国語科を中心とした言語活動の充実 

小学校低学年から、言語能力を育成する中核的な教科である 

国語科を要として、各教科等の特質に応じて言語活動の充実を 

図ります。 

 

 ◆ＩＣＴの効果的な活用の促進 

デジタルドリルの学習ログ等、教育データを活用し、子ども一人ひとりの学習状況を把握す

るとともに、教員の指導改善や子どもの学習改善に役立てます。 

また、子どもたちが課題の解決に向けて、互いの考えを共有したり、 

まとめたり、表現したりするなどの学習活動において、効果的な場面 

でＩＣＴを活用します。 

 

○ 各学校における調査結果等の分析 
 

◆分析資料を活用した課題の焦点化と取組の明確化 

「解答状況整理表（Ｓ-Ｐ表）」や「学力層（四分位）分析グラフ」等の分析資料を活用し、

基礎的・基本的な知識・技能の定着等を含めて各学校の課題を焦点化します。その上で「重点

的に指導すべき点」を明らかにし、教職員全体で共通理解を図ります。 

 

 

調査結果を踏まえた今後の取組について 
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調査結果の概要 

本県の調査結果の
概要（成果・課題）

をまとめています。 

関連資料（県教育委員会作成） 

調査問題の分析 
問題を分析し、指導改

善のポイントや、授業に

おける問題の活用例を
示しています。 

・ガッテン!!プリント 

・「読み解く力」対応 
学習プリント 

課題の改善につながる補充学

習プリントです。 

※ダウンロードに
は、各学校園に
配付されている
ＩＤとパスワー
ドが必要です。 

「課題の改善に向けた取組の重点」の活用 

③ ２学期に全教職員

で取り組む具体的

な内容を検討し、

実践する。 

② 「重点的に指導す

べき点」を明らか

にする。 

・「調査結果概況」「問題別調査結果」だけでなく、Ｓ－Ｐ表、学力層（四分位）

分析グラフ等の分析資料を活用し、学校として大まかな課題ではなく、「重点的

に指導すべきと考えられる設問」を絞りこみ、課題をできるだけ焦点化します。  

・焦点化した課題について、「この設問を解くためには、どのような力が必要か」

「その力を付けるためには、どのような指導が適切か」等を考え、「重点的に指

導すべき点」を明らかにします。 

・平均正答率だけでなく、解答類型等も参考にしながら、誤答の要因を分析しま

す。 

 

・明らかになった「重点的に指導すべき点」を基に、全教職員が各自の授業実践

で取り組むことを出し合いながら、協議をします。学校や学年で統一して取り

組む内容は、できるだけ焦点化・具体化を図り、全教職員が日常的に実践できる

ようにします。 

                   共通理解・共通実践へとつなげます。 

 

 

① 分析資料等を活用

し、課題を焦点化

する。 

④ 取組を定期的に 

検証・改善する。 
・短時間でも、取組について各自が振り返る時間を設定し、成果や課題、効果を

実感した取組、実践上の悩み等を共有し、明日からの実践につなげます。 

■本資料の他に参考にしていただきたい資料 
国立教育政策研究所作成の以下の資料も参考に 
してください。 

◆ 調査問題・正答例・解説資料 
◆ 報告書【速報版】・調査結果資料 
◆ 授業アイデア例一覧（報告書に掲載） 

関連資料（国立教育政策研究所作成） 

■「課題の改善に向けた取組の重点」に係るスケジュール 

※報告書【確定版】は８/19（月）17:00掲載 
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令和６年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［国語］
滋賀県－児童（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月１８日に実施した調査の結果を集計した値である。

集計結果

滋賀県（公立） 全国（公立）

220 18,466

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 4

(2) 情報の扱い方に関する事項 1

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 2

Ｃ　読むこと 3

知識・技能 6

思考・判断・表現 8

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 10

短答式 2

記述式 2

問題別集計結果

(1)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

(2)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

(3)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
　
書
く
こ
と

Ｃ
　
読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

滋
賀
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

滋
賀
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一 ５･６
ア ○ ○ 60.8 62.5 0.9 0.7

１二
（１）

５･６
イ ○ ○ 71.9 75.9 0.9 0.6

１二
（２）

５･６
ウ ○ ○ 51.9 52.9 0.9 0.7

１三 ５･６
ア ○ ○ 62.8 63.8 1.3 0.9

２一
（１）

５･６
ア ○ ○ 80.4 80.3 1.1 0.9

２一
（２）

５･６
イ ○ ○ 86.6 86.9 1.1 0.9

２二 ５･６
ウ ○ ○ 53.4 56.6 5.0 4.9

２三ア ５･６
エ ○ ○ 39.2 43.4 13.2 13.2

２三イ ５･６
エ ○ ○ 73.7 76.0 8.1 8.0

３一 ３･４
カ ○ ○ 59.2 62.3 2.7 2.0

３二
（１）

５･６
イ ○ ○ 64.9 66.9 3.5 2.6

３二
（２）

５･６
エ ○ ○ 70.4 72.5 4.0 2.9

３三 ５･６
エ ○ ○ 67.8 72.6 15.6 12.6

３四 ５･６
オ ○ ○ 70.8 74.6 10.7 7.6

目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を
決め、伝え合う内容を検討することができるか
どうかをみる

問題の概要

正答率(％) 無解答率(％)

学習指導要領の内容

知識及び技能
思考力、判断
力、表現力等

問題形式

学校の取り組みを紹介する内容を【和田さんのメモ】に
どのように整理したのかについて説明したものとして、
適切なものを選択する

評価の観点

　全体 65 67.7

61.0 64.4

学習指導
要領の
内容

知識及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

68.4

67.7

66.9

86.6 86.9

70.8 74.6

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞

対象学校数

区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

滋賀県（公立） 全国（公立）

対象児童数
滋賀県（公立） 全国（公立）

12,477 947,364

分類

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを
広げることに役立つことに気付くことができるか
どうかをみる

人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、
表現の効果を考えたりすることができるか
どうかをみる

人物像を具体的に想像することができるか
どうかをみる

オンラインで交流する場面において、【和田さんの
メモ】がどのように役に立ったのかを
説明したものとして、適切なものを選択する

69.8

58.5 59.8

66.0

問題形式

68.0 69.9

56.5 59.7

60.6 64.6

64.1評価の観点

66.9

70.7

問題番号 出題の趣旨

【話し合いの様子】で、原さんが【物語】の何に
着目したのかについて説明したものとして、
適切なものを選択する

「オニグモじいさん」が「ハエの女の子」にどのように
話すか迷っていると考えられるところとして、
適切なものを選択する

【物語】の一文の中の「かがやいています」の
主語として適切なものを選択する

【高山さんの文章】の下線部イを、漢字を使って
書き直す（なげる）

【高山さんの文章】の下線部アを、漢字を使って
書き直す（きょうぎ）

【高山さんの文章】の空欄に入る内容を、【高山さんの
取材メモ】を基にして書く

【高山さんのメモ】の書き表し方を説明した
ものとして、適切なものを選択する

高山さんが文章に書くことを決めるために、どのように
考えたのかについて説明したものとして、適切なものを
選択する

【原さんの読書の記録】の空欄に入る内容として適切な
ものを選択する

【物語】を読んで、心に残ったところとその理由を
まとめて書く

目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり
関係付けたりして、伝え合う内容を検討する
ことができるかどうかをみる

資料を活用するなどして、自分の考えが
伝わるように表現を工夫することができるか
どうかをみる

話し言葉と書き言葉との違いに気付くことが
できるかどうかをみる

オンラインで交流する場面における和田さんの話し方の
工夫として適切なものを選択する

オンラインで交流する場面において、和田さんが
話し方を変えた理由として適切なものを選択する

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で
正しく使うことができるかどうかをみる

登場人物の相互関係や心情などについて、描写を
基に捉えることができるかどうかをみる

文の中における主語と述語との関係を捉える
ことができるかどうかをみる

目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを
区別して書くなど、自分の考えが伝わるように
書き表し方を工夫することができるかどうかを
みる

情報と情報との関係付けの仕方、図などによる
語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが
できるかどうかをみる

目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり
関係付けたりして、伝えたいことを明確にする
ことができるかどうかをみる

(1) 言葉

の特徴や

使い方に

関する事

項

(2) 情報

の扱い方

に関する

事項

(3) 我が

国の言語

文化に関

する事項

Ａ 話す

こと・聞

くこと

Ｂ 書く

こと

Ｃ 読む

こと

滋賀県（公立）

全国（公立）

25_04問題別調査結果（都道府県－児童（公立））_25滋賀県.xlsx
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【小学校 国語】調査問題の結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■顕著な課題がみられた設問 

３三  物語を読んで心に残ったところとその理由を書く設問における正答率は 67.8％(全国比－4.8)であり、無解答率は 15.6％(全国比＋3.0)である。

物語を読んで話し合ったことを踏まえて、自分の考えを記述することに課題が見られた。 

文章を読んで解釈したことや、自分の考えを話したり書いたりしたことが、適切かどうかを児童自身が確かめる学習活動を充実させる。 

◆自分の考えを表現する場面で 

文章を読んで感じたことや考えたことを書いたり、
話したりしたことが、適切な表現になっているかど
うかを確かめる。 

 

課題の改善に向けた取組 

◆理解したことを基に自分の考えをもつ場面で 

 

 

 

 

 

文章を読んで理解したことが確かかどうか、文章に

もどりながら吟味する時間を設定する。 
 

私は、オニグモじいさんの迷いからハエの女の子に対
する温かさを感じたよ。 

それは、どの表現から感じたの？ 

他にも、オニグモじいさんの迷いを感
じたところはないかな？ 

オニグモじいさんがハエの女の子に（文章の一部を示
しながら）「わしみたいなクモが、生きるために食って
いるのはな」と言ってやめたところから感じたよ。 

（文章を示しながら）「大きな目をひらいて、いっ
しょうけんめいに」とあるようなハエの女の子の
すなおな姿を見て…からも迷いを感じました。 

どちらの表現に、より温かさを感じたのかな？ 

 

 

 

 

 

理由を伝えるときには、どのように表現するとはっき
り読み手に伝わるでしょうか。 

「心に残ったところ」と「理由」がまざってしまってい
るね。 

「なぜかというと」や「～からです。」という表現を使
って書いてみます。 

オニグモじいさんが、「食っているのはな」と言ってや
めたところが心に残りました。理由は、女の子を怖が
らせないという温かい気持ちが表れているからです。 

オニグモじいさんが、「食っているのはな」と言って
やめたのは、女の子を怖がらせないという温かい気持
ちが表されていると思いました。 
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令和６年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［算数］
滋賀県－児童（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月１８日に実施した調査の結果を集計した値である。

集計結果

滋賀県（公立） 全国（公立）

220 18,466

16

Ａ　数と計算 6

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 0

Ｃ　変化と関係 3

Ｄ　データの活用 4

知識・技能 9

思考・判断・表現 7

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 5

短答式 7

記述式 4

問題別集計結果

Ａ
　
数
と
計
算

Ｂ
　
図
形

Ｃ
　
測
定

Ｃ
　
変
化
と
関
係

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

滋
賀
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

滋
賀
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１） ２(２)
ア(エ) ○ ○ 60.4 62.1 0.3 0.2

１（２） ３(７)
ア(ア) ○ ○ 87.6 88.5 0.3 0.3

２（１） ３(３)
イ(ア) ○ ○ 54.1 56.9 3.3 3.4

２（２） ５(３)
ア(ア) ○ ○ 66.9 69.1 1.3 1.3

３（１）
４(２)
ア(ア)
ア(ウ)

○ ○ 85.3 85.5 0.7 0.6

３（２） ５(１)
ア(エ) ○ ○ 68.1 71.3 0.8 0.8

３（３）

３(１)
ア(ウ)
イ(ア)
５(４)
ア(イ)
イ(ア)

○ ○ 33.4 36.5 11.0 9.8

３（４）
５(２)
ア(ア)
イ(ア)

○ ○ 71.9 72.0 1.4 1.8

４（１） ５(３)
ア(イ) ○ ○ 66.8 70.1 3.3 3.1

４（２）
５(１)
イ(ア)
５(２)
イ(ア)

○ ○ 68.4 70.0 3.7 3.3

４（３）
５(２)
ア(ア)
イ(ア)

○ ○ 28.5 31.0 2.2 2.4

４（４） ５(２)
ア(ア) ○ ○ 51.8 54.1 4.6 4.6

５（１） ５(１)
ア(ア) ○ ○ 78.2 80.8 1.9 1.8

５（２） ３(１)
ア(ア) ○ ○ 73.0 73.3 4.0 3.9

５（３）
３(１)
イ(ア)
４(１)
ア(イ)

○ ○ 43.4 44.0 12.8 12.6

５（４） ２(１)
イ(ア)

３(１)
ア(ア) ○ ○ 48.7 49.3 4.3 4.0

正答率(％) 無解答率(％)問題形式

（注）「学習指導要領の領域」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、各区分の問題数を合計した数は「全体」の問題数とは一致しない。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点

除数が１／１０になったときの商の大きさについ
て、正しいものを選ぶ

除数が小数である場合の除法において、除数と商
の大きさの関係について理解しているかどうかを
みる

作成途中の直方体の見取図について、辺として正
しいものを選ぶ

直方体の見取図について理解し、かくことができ
るかどうかをみる

円柱の展開図について、側面の長方形の横の長さ
が適切なものを選ぶ

直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係について
理解しているかどうかをみる

直径２２ｃｍのボールがぴったり入る箱の体積を
求める式を書く

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉
え、立方体の体積の求め方を式に表すことができ
るかどうかをみる

五角柱の面の数を書き、そのわけを底面と側面に
着目して書く

角柱の底面や側面に着目し、五角柱の面の数とそ
の理由を言葉と数を用いて記述できるかどうかを
みる

５４０÷０．６を計算する
除数が小数である場合の除法の計算をすることが
できるかどうかをみる

３分間で１８０ｍ歩くことを基に、１８００ｍを
歩くのにかかる時間を書く

速さが一定であることを基に、道のりと時間の関
係について考察できるかどうかをみる

家から学校までの道のりが等しく、かかった時間
が異なる二人の速さについて、どちらが速いかを
判断し、そのわけを書く

道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に
判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できる
かどうかをみる

家から図書館までの自転車の速さが分速何ｍかを
書く

速さの意味について理解しているかどうかをみる

円グラフから、２０２３年の桜の開花日につい
て、４月の割合を読み取って書く

円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ることが
できるかどうかをみる

示されたデータから、１９６０年代のＣ市につい
て、開花日が３月だった年と４月だった年がそれ
ぞれ何回あったかを読み取り、表に入る数を書く

簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取
り出して、落ちや重なりがないように分類整理す
ることができるかどうかをみる

折れ線グラフから、開花日の月について、３月の
回数と４月の回数の違いが最も大きい年代を読み
取り、その年代について３月の回数と４月の回数
の違いを書く

折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に
当てはまることを言葉と数を用いて記述できるか
どうかをみる

示された桜の開花予想日の求め方を基に、開花予
想日を求める式を選び、開花予想日を書く

示された情報を基に、表から必要な数値を読み取
って式に表し、基準値を超えるかどうかを判断で
きるかどうかをみる

対象学校数 対象児童数

区分

学習指導要領の領域

　全体

分類
対象問題数
（問）

滋賀県（公立） 全国（公立）

12,475 947,579

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

平均正答率(％)

滋賀県（公立） 全国（公立）

72.8

64.7 66.3

49.6 51.7

70.9

62 63.4

64.1 66.0

60.8 61.8

問題形式

73.7 75.3

60.0 62.0

49.5 51.0

評価の観点 49.8 51.4

問題場面の数量の関係を捉え、式に表すことがで
きるかどうかをみる

はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚としたと
きの、問題場面を表す式を選ぶ

問題場面の数量の関係を捉え、持っている折り紙
の枚数を求める式を選ぶ

３５０×２＝７００であることを基に、
３５０×１６の積の求め方と答えを書く

計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕
方を考察し、求め方と答えを式や言葉を用いて記
述できるかどうかをみる

数量の関係を、□を用いた式に表すことができる
かどうかをみる

Ａ 数

と計算

Ｂ 図

形

Ｃ 変

化と関

係

Ｄ

データ

の活用

滋賀県（公立）

全国（公立）

25_04問題別調査結果（都道府県－児童（公立））_25滋賀県.xlsx
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【小学校 算数】調査問題の結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■顕著な課題がみられた設問 

・４（３）「道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、 

その理由を言葉や数を用いて表す」問題の正答率は 28.5％ 

（全国比-2.5％）である。「示された日常生活の問題を解決 

するために、示された場面を解釈し、道のりが等しい場合の 

速さを比べる際に、与えられた時間の情報を基に、どちらが 

速いか判断し、その理由を言葉や数を用いて記述すること。」 

に課題が見られた。 

 
課題の改善に向けた取組 

１． 

 

 

 

「二人の歩く速さは、どちらが速い

か考えよう。」(正答：１ かなたさん） 

 

２． 

 

 

説明の不十分な箇所を確認することで、

根拠となる言葉や数を明確にする。 

３． 

 

 

 

問題を解く（自分の考え） 話し合う（友達の考えの共有） まとめ・振り返り・適用問題 

自分の考えを数学的な表現

（言葉、式、図など）を使っ

て、ノートや端末上に書く。 

自分の考えと友だちの考え

を比べて似ているところや

違うところを話し合う。 

「数量や図形の関係に着目して、見いだした事柄についてその事柄が成り立つ理由を言葉や数を用いて記述すること」ができるような

学習活動を充実させる。 

友達と話し合ったことを基に、自分の考え

をまとめ、表現（記述）する。 

「道のり」と「時間」の関係に着目し、「速さ」を

比べるには、道のりが等しいことだけでな

く、かかった時間が短いことも説明すること

が大切ですね。 

「どうして、かなたさんが速

いと分かったのですか。」 

二人の道のりが同じだから、 

かなたさんのほうが速い。 

 

「道のりが同じということだ

けで、速いと分かるかなあ。」 

「ほのかさんよりかなたさんの

かかった時間が短いことを言

わないと、かなたさんのほうが

速いことが分からないね。」 

 

かなたさんとほのかさんが歩いた道のりは

1200ｍで同じです。かかった時間は、かなたさ

んのほうが短いです。道のりが同じとき、時間

が短いほど速さが速いので、かなたさんのほ

うが速いです。 
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令和６年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

問題別調査結果　［国語］
滋賀県－生徒（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月１８日に実施した調査の結果を集計した値である。

集計結果

滋賀県（公立） 全国（公立）

97 9,268

15

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 3

(2) 情報の扱い方に関する事項 2

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 2

Ｃ　読むこと 4

知識・技能 6

思考・判断・表現 9

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 9

短答式 3

記述式 3

問題別集計結果

⑴
　
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

⑵
　
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

⑶
　
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
　
書
く
こ
と

Ｃ
　
読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

滋
賀
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

滋
賀
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
１
エ

○ ○ 61.4 63.2 0.9 0.4

１二
２
ウ

○ ○ 67.6 68.5 3.6 3.5

１三
１
ア

○ ○ 43.7 44.0 1.0 0.5

１四
１
オ

○ ○ 40.6 44.7 12.5 9.9

２一
２
ウ

○ ○ 33.8 36.3 1.1 0.5

２二
２
ア

○ ○ 73.3 75.2 1.2 0.6

２三
２
ア

○ ○ 61.6 64.5 1.2 0.6

２四
１
ウ

○ ○ 40.2 42.6 11.3 8.4

３一
１
ア

○ ○ 79.1 81.4 1.3 0.7

３二
２
オ

○ ○ 52.4 53.8 1.7 1.0

３三
２
ウ

○ ○ 65.4 68.8 11.8 10.2

３四
２
ウ

○ ○ 43.0 49.3 19.4 15.0

４一
１
オ

○ ○ 54.5 54.9 2.5 1.8

４二
１
イ

○ ○ 48.2 48.3 3.9 3.4

４三
１
エ
(ｲ)

○ ○ 72.0 75.6 2.8 2.3
行書の特徴を踏まえた書き方について説明したもの
として適切なものを選択する

行書の特徴を理解しているかどうかをみ
る

資料を用いて、自分の考えが分かりやす
く伝わるように話すことができるかどう
かをみる

意見と根拠など情報と情報との関係につ
いて理解しているかどうかをみる

漢字を書く（みちたりた）

表現を工夫して物語の最後の場面を書き、工夫した
表現の効果を説明する

短歌に用いられている表現の技法を説明したものと
して適切なものを選択する

本文中に示されている二つの例の役割をまとめた文
の空欄に入る言葉として適切なものをそれぞれ選択
する

本文に書かれていることを理解するために、着目す
る内容を決めて要約する

物語を書くために集めた材料を取捨選択した意図を
説明したものとして適切なものを選択する

物語の下書きについて、文の中の語句の位置を直し
た意図を説明したものとして適切なものを選択する

話合いの中で発言する際に指し示している資料の部
分として適切な部分を○で囲む

短歌の内容について、描写を基に捉える
ことができるかどうかをみる

目的に応じて必要な情報に着目して要約
することができるかどうかをみる

目的や意図に応じて、集めた材料を整理
し、伝えたいことを明確にすることがで
きるかどうかをみる

話合いの中の発言について説明したものとして適切
なものを選択する

話合いの話題や発言を踏まえ、「これからどのよう
に本を選びたいか」について自分の考えを書く

本文中の図の役割を説明したものとして適切なもの
を選択する

本文中の情報と情報との関係を説明したものとして
適切なものを選択する

話合いの話題や展開を捉えながら、他者
の発言と結び付けて自分の考えをまとめ
ることができるかどうかをみる

文章の全体と部分との関係に注意しなが
ら、主張と例示との関係を捉えることが
できるかどうかをみる

文脈に即して漢字を正しく書くことがで
きるかどうかをみる

表現の効果を考えて描写するなど、自分
の考えが伝わる文章になるように工夫す
ることができるかどうかをみる

表現の技法について理解しているかどう
かをみる

文の成分の順序や照応について理解して
いるかどうかをみる

短歌に詠まれている情景の時間帯の違いを捉え、時
間の流れに沿って短歌の順番を並べ替える

文章と図とを結び付け、その関係を踏ま
えて内容を解釈することができるかどう
かをみる

具体と抽象など情報と情報との関係につ
いて理解しているかどうかをみる

41.3

話合いの中の発言について説明したものとして適切
なものを選択する

評価の観点

問題番号

60.2 62.0

出題の趣旨

必要に応じて質問しながら話の内容を捉
えることができるかどうかをみる

45.5

学習指導
要領の
内容

知識及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

65.3

45.9

61.0

72.0

正答率(％) 無解答率(％)

学習指導要領の内容

知識及び技能
思考力、判断
力、表現力等

問題形式

52.8評価の観点

問題の概要

55.4

問題形式

59.1 61.0

60.4 61.8

全体

75.6

56.6 58.8

47.9

分類

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞

対象学校数
滋賀県（公立） 全国（公立）

11,073 875,574

平均正答率(％)

滋賀県（公立） 全国（公立）

対象問題数
（問）

対象生徒数

区分

56 58.1

57.4 59.2

58.5 59.6

(1) 言葉の

特徴や使い

方に関する

事項

(2) 情報の

扱い方に関

する事項

(3) 我が国

の言語文化

に関する事

項

Ａ 話すこ

と・聞くこ

と

Ｂ 書くこ

と

Ｃ 読むこ

と

滋賀県（公立）

全国（公立）

25_04問題別調査結果（都道府県－生徒（公立））_25滋賀県.xlsx
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【中学校 国語】調査問題の結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■顕著な課題がみられた設問 

３四 「表現を工夫して物語の最後の場面を書き、工夫した表現の効果を説明する」設問の正答率は 43.0％（全国比－6.3）であり、無解答率は 19.4％

（全国比＋4.4）である。 

自分の考えが伝わるように表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるよう工夫することに課題がある。 

表現の効果や工夫について理解し、生徒一人ひとりが意識して活用する学習活動を充実させる。 

課題の改善に向けた取組 

 
様々な文章を読んで習得した表現の工夫を、自分が文章を書く時に生かすことにより、その効果を実感することができます。 

また、自分の用いた語句や表現の工夫は、読み手に伝わるものになっているのか、検証することが重要です。 

■「読むこと」と「書くこと」の学びを相互に関連付ける 

「書くこと」の学習において、自分の考え

を伝えたり印象付けたりする上で、書いた

文章の表現がどのように働いているかなど

を確かめる。 

 

［書くこと］ 

特に、説明や具体例、描写などに着目し

て、これらの表現が、自分の考えを明確に

伝えるために機能しているか、どのよう

な効果を生んでいるかなどについて読み

手の立場から検討し、その上で誤解のな

い表現やより効果的な表現になるよう指

導する。 

「読むこと」の学習において、表現が、

文章の内容を伝えたり印象付けたりする上

で、どのように働いているかを考える。 

［読むこと］ 

簡潔な述べ方と詳細な述べ方、断定的

な述べ方と婉曲な述べ方、敬体と常体、和

文調の文体と漢文調の文体、描写の仕方

や比喩をはじめとした表現の技法などに

着目して読むよう指導する。 

 
この間学んだ「倒置」を、今度、自分

が詩を書く時に使ってみよう。  

私が書いた文章は、伝えたいこ

とが相手にしっかり伝わるような

表現になっているだろうか。 

■ＩＣＴを活用して、多くの文章に触れ、表現の工夫や 
効果について吟味する 

 
なかなか考えがまとまらなかったから、下書きに時間が

かかりそう…。 

学習用端末の音声入力機能を活用する 

 
この描写からは、書き手の考えがわかりやすく伝わって

くるよ。きっとそれを意図して書いたんだね。 

スタンプやコメントにより相互評価を行う 

 他の人はどんなふうに書いているのか知りたい。 

クラウドやフォルダに保存して文章を共有

し、読み合えるようにする 

書く場面や、文章を読み合って表現の工夫や効果について

吟味したり検証したりする場面で、ＩＣＴを効果的に活用し

ます。 
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令和６年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

問題別調査結果　［数学］
滋賀県－生徒（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月１８日に実施した調査の結果を集計した値である。

集計結果

滋賀県（公立） 全国（公立）

97 9,265

16

Ａ　数と式 5

Ｂ　図形 3

Ｃ　関数 4

Ｄ　データの活用 4

知識・技能 11

思考・判断・表現 5

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 5

短答式 6

記述式 5

問題別集計結果

Ａ
　
数
と
式

Ｂ
　
図
形

Ｃ
　
関
数

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

滋
賀
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

滋
賀
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１ ２(１)
ア(イ) ○ ○ 34.4 34.8 15.9 14.3

２ ２(１)
ア(エ) ○ ○ 51.6 52.5 10.7 9.7

３ １(１)
ア(イ) ○ ○ 68.1 68.3 0.6 0.3

４ ２(１)
ア(ア) ○ ○ 63.3 65.3 1.0 0.7

５ ２(２)
ア(イ) ○ ○ 71.9 73.1 5.0 4.2

６（１） １(１)
ア(イ) ○ ○ 89.3 90.2 3.0 2.5

６（２） ２(１)
イ(イ) ○ ○ 33.5 35.9 27.2 23.5

６（３） ２(１)
イ(イ) ○ ○ 39.1 41.8 33.4 29.6

７（１）
小６
(１)
ア(ア)

○ ○ 71.4 74.3 6.5 5.8

７（２） ２(１)
イ(ア) ○ ○ 21.9 25.9 34.4 29.4

７（３） ２(１)
ア(ア) ○ ○ 44.6 48.5 1.3 0.9

８（１） ２(１)
ア(ア) ○ ○ 81.7 83.4 1.2 0.8

８（２） ２(１)
イ(イ) ○ ○ 15.0 17.1 19.3 16.4

８（３） ２(１)
ア(ア) ○ ○ 74.9 76.9 4.6 3.8

９（１） ２(２)
イ(イ) ○ ○ 22.8 25.8 39.1 33.6

９（２）
２(２)
ア(イ)
イ(ア)

○ ○ 24.6 26.7 5.1 4.5

点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分ＡＢについて同じ側
に正三角形ＰＡＣとＱＣＢをつくるとき、ＡＱ＝Ｐ
Ｂであることを、三角形の合同を基にして証明する

筋道を立てて考え、証明することができるか
どうかをみる

点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分ＡＢについて同じ側
に正三角形ＰＡＣとＱＣＢをつくるとき、∠ＡＱＣ
と∠ＢＰＣの大きさについていえることの説明とし
て正しいものを選ぶ

事象を角の大きさに着目して観察し、問題解
決の過程や結果を振り返り、新たな性質を見
いだすことができるかどうかをみる

ストーブの使用時間と灯油の残量の関係を表すグラ
フとｙ軸との交点Ｐのｙ座標の値が表すものを選ぶ

二つのグラフにおけるｙ軸との交点につい
て、事象に即して解釈することができるかど
うかをみる

１８Ｌの灯油を使いきるまでの「強」の場合と
「弱」の場合のストーブの使用時間の違いがおよそ
何時間になるかを求める方法を、式やグラフを用い
て説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数
学的に説明することができるかどうかをみる

結衣さんがかいたグラフから、１８Ｌの灯油を使い
切るような「強」と「弱」のストーブの設定の組み
合わせとその使用時間を書く

グラフの傾きや交点の意味を事象に即して解
釈することができるかどうかをみる

障害物からの距離が１０ｃｍより小さいことを感知
して止まる設定にした車型ロボットについて実験し
た結果を基に、１０ｃｍの位置から進んだ距離の最
頻値を求める

与えられたデータから最頻値を求めることが
できるかどうかをみる

車型ロボットについて「速さが段階１から段階５まで、
だんだん速くなるにつれて、１０ｃｍの位置から進んだ
距離が長くなる傾向にある」と主張することができる理
由を、５つの箱ひげ図を比較して説明する

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して
読み取り、判断の理由を数学的な表現を用い
て説明することができるかどうかをみる

車型ロボットについて、障害物からの距離の設定を
変えて調べたデータの分布から、四分位範囲につい
て読み取れることとして正しいものを選ぶ

複数の集団のデータの分布から、四分位範囲
を比較することができるかどうかをみる

正三角形の各頂点に○を、各辺に□をかいた図にお
いて、○に３、－５を入れるとき、その和である□
に入る整数を求める

問題場面における考察の対象を明確に捉え、
正の数と負の数の加法の計算ができるかどう
かをみる

正三角形の各頂点に○を、各辺に□をかいた図にお
いて、□に入る整数の和が○に入れた整数の和の２
倍になることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり、その意味を読
み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明
することができるかどうかをみる

正四面体の各頂点に○を、各辺に□をかいた図にお
いて、○に入れた整数の和と□に入る整数の和につ
いて予想できることを説明する

統合的・発展的に考え、成り立つ事柄を見い
だし、数学的な表現を用いて説明することが
できるかどうかをみる

正方形が回転移動したとき、回転前の正方形の頂点
に対応する頂点を、回転後の正方形から選ぶ

回転移動について理解しているかどうかをみ
る

一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、ａ＝１、ｂ＝１の
ときのグラフに対して、ｂの値を変えずに、ａの値
を大きくしたときのグラフを選ぶ

一次関数について、式とグラフの特徴を関連
付けて理解しているかどうかをみる

２枚の１０円硬貨を同時に投げるとき、２枚とも裏
が出る確率を求める

簡単な場合について、確率を求めることがで
きるかどうかをみる

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

ｎを整数とするとき、連続する二つの偶数を、それ
ぞれｎを用いた式で表す

連続する二つの偶数を、文字を用いた式で表
すことができるかどうかをみる

等式６ｘ＋２ｙ＝１をｙについて解く
等式を目的に応じて変形することができるか
どうかをみる

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点

問題形式

56.5 58.5

65.6 67.0

26.5 29.3

評価の観点

61.4 63.1

26.5 29.3

58.7 60.7

52.5 55.5

全体 51 52.5

学習指導要領の領域

49.6 51.1

38.5 40.3

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

滋賀県（公立） 全国（公立）

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

対象学校数 対象生徒数
滋賀県（公立） 全国（公立）

11,088 875,952

Ａ 数と

式

Ｂ 図形

Ｃ 関数

Ｄ デー

タの活用

滋賀県（公立）

全国（公立）

25_04問題別調査結果（都道府県－生徒（公立））_25滋賀県.xlsx
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【中学校 数学】調査問題の結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■顕著な課題がみられた設問 

・７（２）「車型ロボットについて「速さが段階１から段階５まで、だん 

だん速くなるにつれて、10㎝の位置から進んだ距離が長くなる 

傾向にある」と主張できる理由を、５つの箱ひげ図を比較して 

説明する」問題の正答率は 21.9％（全国比－4.0）である。「複 

数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理 

由を数学的な表現を用いて説明すること」に課題が見られた。 

 

「数量等の関係やデータから読み取った情報を分析・整理し、適切な根拠を基にして判断の理由を記述すること」ができるような 
学習活動を充実させる。 

１． 

 

 

 

２． 

 

 

 

   

３． 

 

 

複数のデータの分布の傾向を比較する

際には、代表値だけでなく、「箱ひげ図の

箱の位置」や「四分位数」などに着目し

て多面的に吟味し、批判的に考察できる

ように指導することが大切です。 

① 情報を読み取る ②考えを共有する ③自分の考えを記述する 

 

問題解決のための手段や方法を

確認した上で、必要な情報を読み

取る。 

ペアやグループで、１人１台端末を

用いるなどして、互いの考えを伝え

合い、自分の考えと比較・検討する。 

根拠として適切なものを考察・確認

した上で、記述する。 

課題の改善に向けた取組 

【振り返りの視点】 

箱ひげ図を基に判断の理由を説明する

ときに、気を付けた方がよいと思った

ことは何ですか。 

 

主張の根拠として何をあげればよ

いでしょうか。グループで話し合

いましょう。 

最大値がだんだんと大きく

なっていることが根拠にな

ると考えたんだけど。 

 
最大値だけでは全体の傾向を判

断できないんじゃないかなぁ。 

 

 

速さが速くなるほど、最大値も大き

くなっているよ。 

複数のデータの分布の傾向を比べるとき

は、箱ひげ図に表すとよかったですね。 

表した５つの箱ひげ図を比較して、どの

ようなことが分かりますか。 

 
 

箱ひげ図の箱の位置が、だんだんと右に

ずれていってるね。 
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分析資料の活用方法【 S-P表（学校/学級別解答状況整理表）について】

S-P表の概要

⚫ 表のセルには各設問の解答類型が記入され、誤答の場合には色付きセルで示されています。

⚫ 色付きセル（誤答）は、Ｓ曲線（青）より左側か右側かによって、次のように色分けされています。
S曲線（青）より左側の誤答は、黄色セル S曲線（青）より右側の誤答は燈色セル

⚫ Ｐ曲線（赤）は、当該学校／学級の正答数を赤実線で、全国正答率を赤点線で表示しています。

（次ページ「学校／学級別解答状況整理表（S-P表）の見方」参照）

Ｓ－Ｐ（エス・ピー）表とは、全国学力・学習状況調査の結果を、学校や学級単位で、縦と横がそれ
ぞれ児童生徒（S：Student）と設問（P：Problem）の正答数の多い順に並べ替えた表の中に、Ｓ曲線
（青）とＰ曲線（赤）を書き入れたものです。これを活用することにより、平均正答率だけでは把握で
きない、学校や学級全体の課題の傾向や、個々の児童生徒が理解していない可能性が高い設問を見つけ
出すことができます。

S-P表の見方

黄色セル 【S曲線（青）より左側の誤答】

→当該児童生徒にとって比較的正答が容易だったと考
えられる設問

（不注意による誤答や比較的克服が容易なものと想定
される設問）

子どもたち一人ひとりの確かな学力を育むための具体的な活用方法

誤答を分析し、課題を焦点化
「重点的に指導すべきと考えられる設問」を絞りこ

み、誤答の内容からどこでつまずいているかに注目し
分析することが重要です。実際に全教職員で解いてみ
ることも有効です。

県全体として、全国平均と差が大きい設問について
は、本冊子でも取り上げていますので、参考にしてく
ださい。調査問題の解説資料・報告書も確認します。

【分析の視点②】 セルの色に着目【分析の視点①】 P曲線（赤）に着目

燈色セル【S曲線（青）より右側の誤答】

→当該児童生徒が理解していない可能性が高い設問
＝「重点的に指導すべきと考えられる設問」
（一人ひとりの児童生徒に対し、見直し・復習など

の指導を行うことが有効と考えられる設問）

間違った設問にすぐに再チャレンジ！
誤答について、児童生徒が個々に見直し、

もう一度同じ問題に取り組みます。調査問題
の解説資料から過去の調査の関連する問題に
取り組むことも有効です。すぐに取り組むこ
とで、自分の誤答の原因を振り返ることがで
きます。

全体的に黄色セルの多い設問は、誤答の原
因を分析し、改善策を検討する必要があると
考えられます。

長期的な視点で、授業と関連付けた取組を！
橙色セルが多い設問は、学校・学年・学級全体でもう

一度指導する必要があると考えられます。
「この設問を解くためには、どのような力が必要か」

「その力を付けるためには、どのような指導が適切か」
等を考え、「重点的に指導すべき点」を明らかにします。

それを基に、全教職員が各自の授業実践で取り組むこ
とを出し合いながら、協議をします。

黄色セル

橙色セル

赤実線（当該学校／学級）が、赤点線（全
国）より上にある設問を確認します。

→ 当該学校／学級の正答率が、全国の正答率よ
りも低い設問です。特に差の大きい設問は、学
校・学年・学級全体として、「重点的に指導す
べきと考えられる設問」です。
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16

赤色

青色

S曲線（青）より右側の

誤答（燈色セル）

→当該児童生徒が理解していない
可能性が高い設問
（一人ひとりの児童生徒に対し、
見直し・復習などの指導を行う
ことが有効と考えられる設問）

S曲線（青）より左側の

誤答（黄色セル）

→当該児童生徒にとって比較的正
答が容易だったと考えられる設
問（不注意による誤答や比較的
克服が容易なものと想定される
設問）

- 12 -



分析資料の活用方法（【学力層（四分位）分析グラフ】について）

「学力層（四分位）分析グラフ」の概要

児童生徒を正答数の順に並べ替え、４等分したときの３つの区切りの値が四分位数です。
提供された全国の四分位数を基に、児童生徒を４つの学力層（A層～D層）に分けたとき、
各学力層の児童生徒数の割合を示したものが「学力層（四分位）分析グラフ」です。
これを活用することにより、集団の現状を客観的に捉え、習熟にあった授業のねらいが

焦点化され、手立てを具体化することができます。また、D層（学力低位層）に手だてを講
じるだけでよいのかどうか等、習熟度別少人数指導や各学力層の実態に応じた教材・教具
の一層の充実を図ることが可能になります。

子どもたち一人ひとりの確かな学力を育むための具体的な活用方法例

文部科学省からの提供資料
（例：小学校算数）「学力層（四分位）分析グラフ」等の見方

D層：
０問～6問

C層：
7問～10問

B層：
11問～１2問

正答している
児童生徒

A層：
1３問～16問

B層

A層

C層

D層

例：小学校算数
各集団のグラフ

全国・県・市町・学校ごとの各層の
児童生徒数の割合を示しています。

【例１】B層とD層の割合が大きい場合 【例２】C層の割合が大きい場合

習熟度別指導の工夫
算数・数学の学習で、習熟の程度の違いを踏まえた

学習集団を編成し、D層の子どもがC層に、B層の子ど
もがA層にステップアップできるよう、学習集団に適
した指導を行います。また、習熟の程度に合わせた家
庭学習の工夫も併せて行います。

Ｓ－Ｐ表を活用したつまずきの分析
Ｓ－Ｐ表を活用すると、Ｃ層の子どもがどの設問で

つまずき、どのような解答をしているのかを把握する
ことができます。把握した課題に応じて、指導方法を
工夫することができます。

全国の四分位数に基づいて
児童生徒を４つの層に分ける。
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１．使用するファイルを校種ごとに開きます。 

・小学校の場合：【小学校用】R6四分位グラフ作成ファイル【全国・県・市町・貴校との比較】 

・中学校の場合：【中学校用】R6四分位グラフ作成ファイル【全国・県・市町・貴校との比較】 

 

２．市町名を【校種名】入力用シートのＨ１のセル（黄色）に入力する。 

 
 

３．文部科学省より、市町教育委員会に提供された『令和６年度全国学力・学習状況調査 調

査結果概況［各教科］ 正答数集計値』より、全国の四分位の正答数に基づいた四分位

ＡＢＣＤの各層の割合を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※四分位ＡＢＣＤ各層のそれぞれの正答数の範囲は、全国の値と同じにする。 

 

 

（例）中学校 国語 ※各層の割合を計算する 

（例）中学校 国語 

A層の割合の合計 

1.４＋4.5＋6.2+8．０+９．0＝ 29.1 
A 

全国 四分位ＡＢＣＤ 正答数の範囲〔中学校〕 

国語  A（15 問～11 問） B（10 問～９問） C（８問～６問） D（５問～０問） 

数学  A（16 問～12 問）  B（11 問～８問） C（７問～５問） D（４問～０問） 

この値を、それぞれ、 

国語      H２～H５ 

算数・数学 О２～О５ 

のセルに入力する。 

分析資料の活用方法【 学力層分析グラフの作成について①（市町教育委員会用）】 

Ｃ 

Ｂ 

Ｄ 
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４．ＡＢＣＤ各層の割合を【中】入力用シートの黄色のセル（国語：H２～H５,算数・数学：

O２～O５）に２教科分をそれぞれ入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．【中】印刷用シートに、市町のデータがグラフに反映されているか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．上記５までのデータを反映させた四分位グラフ作成ファイルを、各学校へ送付する。 

 

 

 

全国 四分位ＡＢＣＤ 正答数の範囲〔小学校〕 

国語  A（14 問～12 問） B（11 問～10 問） C（９問～８問）  D（７問～０問） 

算数  A（16 問～13 問）  B（12 問～11 問） C（10 問～７問） D（６問～０問） 

※文部科学省から提供された数値の関

係上、各層の割合の合計が１００％に

ならない場合があります。 

D（７問～０問） 
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１．「入力用シート」のＡ７のセルに、学校名を入力する。⇒ア 

 

２．文部科学省より提供された国語、算数・数学の正答数のデータを「入力用シート」の

緑色のセル（Ｂ７以降, Ｃ７以降）に受験者全員分入力する。⇒イ 

 

   小学校 

「[13 桁の数字]_06 解答・回答状況（児童）[２桁の数字].xlsx」 

      （学校番号）                 （学級番号） 

   中学校 

「[13 桁の数字]_06 解答・回答状況（生徒）[２桁の数字].xlsx」 

      （学校番号）                 （学級番号） 

 

※文部科学省から提供された正答数のデータを収めたファイルは学級（組）ごとに

分かれていますので、「入力用シート」には、全学級分を順につなげて入力してく

ださい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「印刷用シート」のグラフに、学校のデータが反映されていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

学校名 

イ 

正答数 

分析資料の活用方法【 学力層分析グラフの作成について②（学校用）】 
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令和６年度

〇〇小学校

国語

算数

27.8% 25.0% 25.6% 30.0%

22.2% 25.0% 25.5%
25.8%

27.8% 25.0% 20.7%
19.6%

22.2% 25.0% 28.1% 24.6%

貴校 琵琶湖市 滋賀県 全国（公立）

A(14～12) B(11～10) C(９～８) D(７～0)

22.2% 25.0% 31.2% 33.7%

27.8% 25.0% 18.1% 18.4%

22.2% 25.0% 28.4% 27.7%

27.8% 25.0% 22.4% 20.1%

貴校 琵琶湖市 滋賀県 全国（公立）

A(16～13) B(12～11) C(10～７) D(６～0)
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Administrator
完成イメージ（学調）



令和６年度

〇〇〇中学校

国語

数学

22.2% 25.0% 30.4% 33.5%

27.8% 25.0% 20.3%
21.2%

22.2% 25.0% 27.4%
26.4%

27.8% 25.0% 21.9% 18.9%

貴校 琵琶湖市 滋賀県 全国（公立）

A(15～11) B(10～９) C(８～６) D(５～0)

27.8% 25.0% 24.6% 27.3%

22.2% 25.0% 28.8% 29.3%

27.8% 25.0% 24.2% 23.2%

22.2% 25.0% 22.5% 20.3%

貴校 琵琶湖市 滋賀県 全国（公立）

A(16～12) B(11～８) C(７～５) D(４～0)
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